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問題と目的

読み書きに障害をもつ難読症は，発達性難読症

（developmentaldyslexia）と，後天性難読症

（acquireddyslexia）とに分類することができる。

中でも後天性難読症はその症状，すなわち読みの

障害の特徴により，純粋失読症（purealexia），

深層難読症（deepdyslexia），表層難読症（sur-

facedyslexia），音韻性難読症（phonological

dyslexia）などに分類される（阿部・桃内・金子・

李，1994）。

これらは印欧語（主に英語）を母国語とする患

者に見られる失読パターンの分類であるが，日本

語母国語話者における失読パターンの分類につい

ては笹沼（1987）に詳しく報告されている。笹沼

（1987）は印欧語における失読症状と日本語にお

けるそれとの間には，各々の書字体系に内在する

固有の性質による差異が存在することを示唆して

いる。こうした失読パターンの診断や分類に際し

て，日本語の表記に関する十全なデータベースが

必要となる。

川上・新名（2014）は，表記の親近性や，単語

の形態情報と意味情報との対応に着目し，平仮名

やカタカナ，あるいは漢字で表記される可能性の

ある4拍語について，その表記（形態）の頻度

（天野・近藤，2000）と，単語（意味）の頻度と

に関するデータベースの作成を行った。本研究で

は，その続報として，単一の表記しか存在しない

4拍語について，そのデータベースを報告する。

方法

前報（川上・新名，2014）に記載の方法により

データベースの作成を実施した。

結果と考察

表1には，ひらがなあるいはカタカナのみで表

記される4拍語について，これを，ひらがな表記，

カタカナ表記別にその読みの五十音順に示した。

それぞれの表記について実際に記載し，括弧内に

その頻度を示した。

表2には，漢字あるいは漢字仮名混じりで表記

59川上 正浩・新名加奈子 日本語における4拍語の表記頻度データベース（2）

日本語における4拍語の表記頻度データベース（2）

川上 正浩・新名加奈子

臨床心理学専攻教授／臨床心理学専攻1回生

要約

笹沼（1987）は印欧語における失読症状と日本語におけるそれとの間には，各々の書字体系に内在する

固有の性質による差異が存在することを示唆している。こうした失読パターンの診断や分類のための検査

等に際して，日本語の表記に関する十全なデータベースが必要となる。本研究では，表記の親近性や，単

語の形態情報と意味情報との対応に着目し，平仮名やカタカナ，あるいは漢字で表記される可能性のある

単語について，その表記（形態）の頻度（天野・近藤，2000）と，単語（意味）の頻度とに関するデータ

ベースを作成することを目的とした。ここでは，対象とする単語のモーラ数を4拍に限定し，検査等に用

いるための4拍語のデータベースを作成した。データベースが大部になるため，前報（川上・新名，2014）

では，複数の表記が存在する4拍語について，本稿では単一の表記しか存在しない4拍語について，その

データベースを報告する。
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される4拍語について，その読みの五十音順に示

した。“各表記とその頻度”のカラムにおいては，

表1と同様，それぞれの表記について実際に記載

し，括弧内にその頻度を示した。

前報（川上・新名，2014）で報告した，複数の

表記が存在する4拍語と合わせて，表記（形態）

の頻度と，単語（意味）の頻度とに関するデータ

ベースが作成された。表記と意味，表記と音韻と

の関連を含めて，日本語における失読パターンの診

断や分類，あるいはこれを検証するための心理学

的実験を遂行するための刺激作成においては，今

回報告されたデータベースは有効なツールとなる。

＊本研究は2013年度大阪樟蔭女子大学大学院人

間科学研究科臨床心理学専攻において開講され

た授業「認知心理学特論」の一環として実施さ

れたものである。
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表1 ひらがなあるいはカタカナのみで表記される4拍語
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表21 漢字あるいは漢字仮名混じりで表記される4拍語（1/5）
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表22 漢字あるいは漢字仮名混じりで表記される4拍語（2/5）
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表23 漢字あるいは漢字仮名混じりで表記される4拍語（3/5）
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表24 漢字あるいは漢字仮名混じりで表記される4拍語（4/5）
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表25 漢字あるいは漢字仮名混じりで表記される4拍語（5/5）


